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第 1回日野市公契約条例検討委員会議事概要 

 

開催日時場所 
平成 29年７月 26日（水） 午後６時 30分～午後８時 00分 

日野市役所４階 庁議室 

出席委員 

委員長 西浦 定継 （学識経験者 /明星大学理工学部教授） 

委 員 小野 進一  

（事業者団体関係者 /日野市商工会建設業部会部会長） 

委 員 佐藤 博司  

（事業者団体関係者 /日野市商工会建設業部会副部会長） 

委 員 三角 幸太郎 

（労働者団体関係者 /全建総連東京都連日野地区協議会） 

委 員 伊羅胡 和哉 

（労働者団体関係者 /連合三多摩ブロック地域協議会南多摩地区協議会）  

次第 

１． 開会 

２．委嘱状交付 

３．市長挨拶 

４．委員紹介 

５．委員長及び副委員長選出 

６．議事 

（１）日野市公契約条例検討委員会の設置目的について 

（２）公契約条例について 

（３）日野市における公共工事及び業務委託の発注状況について 

（４）公契約条例に係る市のこれまでの取組みなどについて 

（５）公契約条例の構築に係る検討事項について 

（６）今後のスケジュールについて 

（７）その他 

７．閉会 

質問・意見 回答・結果 

５ 委員長及び副委員長選出について 

・委員長は、学識経験者である明星大学教授

の西浦氏がいいと思います。 

 

・本日は委員全員が揃っていないため、副委

員長については次回開催時に決定したい

と思いますが如何でしょうか。 

 

６議事 

（１）検討委員会の設置目的について 

 

・全会一致により、日野市公契約条例検討委員会

委員長は明星大学教授の西浦氏に決定しまし

た。 

・全会一致により、次回の検討委員会で決定する

こととします。 
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・検討する事項の中には、労働者の範囲につ

いても入っている、と考えてよろしいか。 

 

（２）公契約条例について 

・条例制定した他自治体の状況をみると、賃

金下限額を設定する自治体と、設定しない

自治体とで分かれている。日野市では、賃

金下限額を設定するのか。 

 賃金の定義をどう考えるのかによって変

わってくる。日雇い労働者も含めるのか。 

 社会保険料を含む賃金設定にした場合、下

請業者も社会保険に加入している者しか

使えなくなるし、結果、事業者負担が増え

ることになる。 

・指摘のあった点など、データをそろえて示

してほしい。 

 

（３）日野市における公共工事及び業務委託

の発注状況について 

・工事では、設計金額１，０００万円未満で

も、公募型の制限付一般競争入札で行う場

合はあるのか。 

 

 

・工事について、入札方式ごとの落札率を示

して欲しい。 

・委託の特命随意契約の条件とは何か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・委託は予定価格を公表しているのか。 

・特命案件も予定価格は事後公表か。 

 

・入っています。 

 

 

 

・挙げていただいた課題も含め、今後、委員会の

中で検討していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・工事の場合、設計金額１，０００万円未満につ

いては指名競争入札で行っています。修繕の場

合、設計金額３００万円以上であれば公募型で

の入札を行っています。 

 

・次回の開催前に委員の皆さんに提示します。 

 

・地方自治法施行令に基づく理由に合致した場合

に適用となります。ケースとして一番多いの

は、一般的に特命随意契約２号と言いますが、

特定の事業者でなければその業務を履行する

ことができない、という場合です。このほか、

シルバー人材センターや障害者施設が契約の

相手方となる場合に適用することができる、特

命随意契約３号というものもあります。 

 

 

・予定価格は事後公表です。 

・特命案件も事後公表です。 
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（５）公契約条例の構築に係る検討事項につ

いて 

・工事は今でも提出書類が多い。公契約条例

が始まってさらに書類が増えると 

負担になる。負担にならないよう、進めて

もらいたい。 

契約して、その案件に関わった人だけ報酬

が上がるというのはおかしいと思う。 

罰則規定は、調査するところをはっきりさ

せないといけない。 

労働者を守ることも大切だが、事業者を守

ることも大切。 

総合評価方式の案件は、入札時の加点申請

の内容について、その後の履行確認をして

いるのか疑問。 

・条例制定に向けて、まずは工事ということ

か。委託についてはどう扱うのか。 

 工事よりも委託の方が、全体に占める人件

費の割合が高い。 

・資料で配られた多摩市のやり方、運用につ

いて、次回説明してもらいたい。 

 

次回の開催日 

 

 

・いただいたご意見は、過去の検討のなかでも挙

がっていた内容です。ひとつひとつ検討してい

きたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・作業として、まず工事から着手していきたいと

考えています。委託は、総合評価方式の試行導

入を控えていることもあり、その次に考えたい

と思います。 

 

 

 

 

９月５日（火） １８時から 

 


